
番 号  １ 

平成２５年 ２月２７日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  １８番  藤 原 助 一    

 

 平 成 ２５年  ２月 ２７日 

午前・午後  ３時５５分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

（１） 農業経営対策について 

農業の将来の展望についてどうお考えになっているのか。 

 

（２） 名産品の生産振興について 

仙北市の名産品としてどのような物を考えているか。 

 

（３） 若者の市内就職率の向上について 

２３年、２４年度の高校及び大学卒の市内就職は何人くらいいるのか。 

 

（４） がれき受け入れ体制について 

放出された物質はセシウムだけでなく他の危険な物質の検査を行って

いるか。 

 

（５） 玉川温泉の岩盤浴場の冬場の再開について 

冬場の再開に向けた準備はどのように進んでいるか。 

 

（６） スポーツ振興の必要な施設の整備について 

田沢湖スキー場のジャンプ台施設、早期計画し県に要望し実現するお

考えないか。 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ２ 

平成２５年 ２月２８日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員   ３番  門 脇 民 夫    

 

 平 成 ２５年  ２月 ２８日 

午前・午後  ９時４５分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１． 水力発電について 

 ア 廃止となった水力発電所の再活用について 

 イ 小水力発電事業の進捗状況について 

 

２． 市内小中学校におけるいじめ、体罰について 

 ア いじめ、体罰の調査結果について 

 イ 小中学校のスクールカウンセラーの配置状況について 

 ウ いじめ防止に関する条例の制定について 

 

３． 雪害について 

 ア 今年度の雪害について 

 イ 雪害対策本部の設置について 

 ウ 豪雪対策本部の設置について 

 エ 空き家の雪害対策について 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ３ 

平成２５年 ２月２７日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  １０番   小田嶋   忠   

 

 平 成 ２５年  ２月 ２７日 

午前・午後  １時１２分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

○ 公 約 に つ い て 

  

１．農業政策について 

産業育成・雇用拡大による所得の向上を図る目的に「所得を生み出す玉

手箱」総合産業研究所を開設し、商品開発、市場開拓を公約として進めて

きましたが、結果が出ていないように思われます。また、その他にも収益

性を高めるために、市独自の支援策を講じていくと言っていますが、今の

政策のままで所得１０％の伸びが達成できると思われますか。 

 最近、「玉手箱」に頼る生ぬるい対応では市の市民所得を高めることは出

来ないと判断し、業務を再調整するようですが。 

そこで、次の事を伺う。 

（１） 商品化した品物を販売するための販売活動をどのように行っているの

か。 

（２） 販売活動の基本方針は。 

（３） 各地域にそれぞれ取り組んでいる農産物（①田沢ながいも②下延のイ

モノコ）が存在しているが、今後の取り組みは。 

（４） 土壌分析はどの地域をどのように行ったか、その目的を伺う。 

（５） ブランド確立のための今後の取り組み、進め方についてどのように考

えているか。 

（６） 市長のトップセールスで、市場開拓に取り組む内容について伺う。 

 

２．行政改革について 

 （１）桜苑、寿楽荘を民営化した結果、どのくらい経費削減になったのか。 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ４ 

平成２５年 ２月２７日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  １９番   髙 久 昭 二   

 

 平 成 ２５年  ２月 ２８日 

午前・午後  ８時３１分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１） 厳しい豪雪から市民生活を守る為に 

①  厳しい豪雪の暮らしと市民生活を守る為に 

       （福祉灯油助成事業含め） 

②  仙北市の克雪計画に基づく克雪事業推進等について 

       （除排雪作業改善策含め） 

 

２） TPP（環太平洋連携協定）交渉参加情勢と大規模肥育牛団地整備事業を

問う 

①  TPP 交渉参加推進と仙北市夢牧場「大規模肥育牛団地」の問題点等

について 

②  大規模肥育牛団地整備事業推進と関係市民に及ぼす影響及び市の責

任について 

 

 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ５ 

平成２５年 ２月２８日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ９番   黒 沢 龍 己   

 

 平 成 ２５年  ２月 ２８日 

午前・午後 １１時１０分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

１．大規模直売所建設計画について 

 

◎仙北市の農業所得アップに繋がる施策として又、６次産業化に向けた取り

組みが重要であると考えられる観光の当市は、観光客に地場産物をもっと

アピールするために販売施設として、大規模な直売所（産直）が必要と思

うが、市の考え方を伺う。 

 

  ○現在計画がなされているか 

 ○想定される場所計画は 

 ○規模や事業者との話し合いは 

 

２．市の除雪体系について 

 

  ○３地区の除雪機の配置台数を伺う（角館、西木、田沢湖） 

 ○３地区の本線、枝線（４ｍ以内）総延長距離を伺う 

 ○除雪始動判断について、当番１人の判断なのか 

 ○シーズンに入る前に業者（オペレーター）は、現地視察するよう指導し

ているか 

  ○シーズン中にパトロール隊と業者との打ち合わせ・連携は、どのような

方法でやっているのか 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ６ 

平成２５年 ２月２８日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  １２番   安 藤   武   

 

 平 成 ２５年  ２月 ２８日 

午前・午後  ９時５５分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

     市長の基本施政を問う 

 

  課題山積みの仙北市は、課題解決先進地になり得る。 

  現状と今後の展望をどう想定するのか。 

 

１．市長選再選を目指す決意の程は。 

 

 ２．農 林  攻めの農業の道筋を示せるか。 

 

 ３．観 光  観光協会のあり方はこのままでいいのか。 

 

 ４．庁 舎  市役所の一元化と角館庁舎の移転について。 

 

 ５．病 院  二つの病院を維持できるのか。 

 

 

上記のとおり通告します。 



番 号  ７ 

平成２５年 ２月２７日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ２番   熊 谷 一 夫   

 

 平 成 ２５年  ２月 ２７日 

午前・午後  ４時５２分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

 

◎ 緊急のインフラ（社会資本）総点検実施について 

１．命と暮らしを守るインフラ（社会資本）の緊急総点検を行うべきと考え

るが市長の考えを伺う 

２．市の管理しているインフラの実態（橋、道路、学校、公共施設、上下水

道他） 

３．一番古いのは、建築後又は竣工後何年で、老朽化により緊急に補修・改

修を迫られるインフラの数、かかる概算の金額、今後の対応策は？ 

４．総点検により、インフラ整備事業へ優先順位をつけて、補修・修繕計画

などで長寿命化を図る考えはないか？ 

  

◎ 通学路の安全対策について 

１．緊急合同点検実施状況（６小学校） 

２．安全対策の策定・その後の整備進捗状況 

３．今後の通学路の安全・安心確保の為の実施計画は？ 

  

◎ 認知症対策について 

１．認知症、高齢者の実態と今後の推移について 

２．認知症予防の取組みと認知症サポートの施策について 

３．「若年性認知症」の患者及び家族へのサポート体制について 

 

上記のとおり通告します。 









番 号  ８ 

平成２５年 ２月２７日 

 

仙北市議会議長   佐 藤 峯 夫  様 

 

 

仙北市議会議員  ５番   狐 崎 捷 琅   

 

 平 成 ２５年  ２月 ２８日 

午前・午後  ８時３０分 受 領 

発 言 通 告 書 発言の種別 一 般 質 問 

発  言  の  要  旨 備 考 

１ 廃校利用についての具体的展開について再度伺う 

 秋田県ではスポーツはビジネスになるという観点から観光文化スポーツ部

という部局を作った。一方、先日、２月２７日の秋田魁新聞の１面のトップ記

事にブラウブリッツ秋田の「Ｊ」リーグへの準加盟が承認され、将来、Ｊ２や

Ｊ１への道が開けてきたという記事が掲載された。私は本市でもこのタイミン

グを逃すべきでないと思っている。私はかねてからサッカーの関係者がサッカ

ーのアウェーの選手が練習する場所を非公式に探しているという情報をキャ

ッチし、秋田市の会場まで１時間以内で行ける西長野小学校が適切であると話

してきた。市のマスタープランによれば、将来、地域か、総合型地域スポーツ

クラブに移管しその方向に向かっていることに対しては評価している。サッカ

ー場への改修や芝生その後の管理費用等はトト（サッカーくじ）の助成がある。

「Ｊ」１昇格になれば新潟ではアウェーのサポーターが３万人が移動すると言

われている。「Ｊ」３で１００人でもいい。サポーターがこの市を訪れてくれ

ればその経済効果は計り知れないものがある。直線で７００メートル先には駒

ヶ岳観光ホテルが掘ったすぐ出る温泉がある。国道４６号線にも近い。学校ら

しくないデザインの建築物である。また、前から小林議員が述べていたように

道の駅のような地産地消を他の空き教室に作り、これに肥育牛団地で育てて作

った商品やレストラン、いちご団地で作ったいちご、その他市の商品地域の野

菜等を売るような場所を作り、スポーツクラブと組み合わせるならば市の活性

化につながり市長の言う所得を産む玉手箱に少しは貢献すると思わないか。こ

の点について市長の考えをお聞きしたい。 

 

２ 総合型地域スポーツクラブの自立支援について問う 

 

３ 学習支援お助マン（学ビーズ）について問う 

 

４ 田沢湖球場改修、特に夜間照明の撤去について問う 

 

 

上記のとおり通告します。 
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